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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・藤井　孝蔵様～バンコマイシンの点滴本日分処方となっている。
・野田　裕樹様～不穏、粗暴性変わらない為コントミン(25)2T　1×昼夕食後に増薬となる。

・菅井　浩子様～室岡整形外科への定期受診は無く

・高橋　末吉様～Baカテーテル交換は木戸クリニックにて行う事となる。次回受診は6/3　14:30～となる。
・古里　長太郎様～食事摂取量、水分摂取量少ない為主治医報告し点滴2本処方となる。また、嚥下状態不良の為ミキサー食へ変更となる。
・飯田　修子様～外泊の際、現金の持ち合わせがなくスタッフ付き添いにてATMに行っている。現金20万円下ろしており、不要である事説明し15万円は医事へ預けている。帰院の際、残金確認して下さい。

・宮古　喜久代様～次姉様、妹夫婦様面会に来られている。入院時の書類のサイン依頼しており、長姉様にサイン頂き後日持ってきていただく事となった為、スキャン後家族へ渡してください。また、洗濯に関してLTの寝衣を着るようであればLT契約していくとの事。下着は家族が用意し、洗濯は業者洗濯へ依頼したいとの事。
・高屋敷　良子様～6/5　9:30施設スタッフ来院し、本人の状態確認に来られる。問題なければ次の週に退院可能とのこと。退院後のフォローは木村クリニックとなり、田名部Dr確認済。
・山本　幸江様～南病棟へ転出となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放前に自己誘発性嘔吐あり、食物残渣様多量にあり。不調やバイタルサインの異常は無い。開放中は整容している。活気の無さ見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。殆ど自室で本を読んで過ごしている。他者交流あり。幻聴や苛々感の訴えは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。いちい寮より帰院している。いちい寮では動画等みて静かに過ごしている。帰院後は自室に戻り休まれている。ドア蹴りなく経過。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・野田　裕樹様～終日隔離中。10時～16時の開放観察実施。日勤帯より大声で叫ぶ事や格子叩きあり。用件問うも答えられず、答えられない事で苛々感あり。説明にも了解悪い様子あり。叫ぶ事や格子叩き続けている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～両上肢と体幹拘束中。拘束部の循環障害は無い。バイタルサイン異常無し。MTチューブ弄り無し。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。妄想発言や危険行動無し。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・阿部　わかえ様～日中臥床して過ごしている。食事は自力で摂取出来ており落ち着きの無さはない。
・藤井　孝蔵様～陰部から膿汁は見られていない。亀頭部腫脹みられている。毎日褥瘡洗浄と陰部洗浄を行ってください。
・杉山　千廣様～ミトンのサイズが合わず、手が抜けてしまう事あり。メガミトンでは表皮剥離見られている。現在ミトン発注中の為届くまでグローブタイプのミトンで対応しこまめに観察して下さい。
＜深澤Ｄｒ診察情報＞
・阿部　わかえ様～臨時薬同内容で7日分処方。
・木村　格治様～臨時薬同内容で14日分処方。
・松谷　さと子様～ゾテピン(100)3T　3×毎食後→ゾテピン(100)、(25)3T　3×毎食後に増量となる。
＜入院患者情報＞
日　　時：令和1年5月22日　11:12　

氏　　名：坂本　健治様

生年月日：昭和54年4月22日　40歳

病　　名：統合失調症

性　　別：男性

主治医　：深澤Dr

入院形態：任意入院

病　　棟：東病棟Dユニット20室

(経過）

　青山荘への入居を経て3年前からGHGに入居。午前中の仕事はB型での

作業を継続していた。

　本日GHより離院あり。本人は、『今年の2月に女性のアナウンサーに

ラブレターを出してから自分を変えたいと思うようになったのでGHを思

い切って飛び出た。フィールズ賞やノーベル賞を受賞して女性アナウン

サーに認められる事を考えている。最近も色々と幻聴も聞こえている状

態であった。』と語り、精神症状の悪化あり。妄想もやや誇大的であり

幻聴の影響もあり。行動はまとまりを欠き病的体験の影響を受けている

ものの対面上は穏やかである。

　本人も不調であることには自覚あり。2～3時間の睡眠であり本人も

不眠については大分困っているとのこと。そのため精神症状の軽減の

為に休養や薬物調整の目的で任意入院となる。

家族洗濯　
